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１．はじめに 

 

近年のわが国の観光政策は，2003年の「観光立国懇談
会」の開催を契機に「ビジット・ジャパン・キャンペー

ン」など様々な取組が行われている．また，2008年10月
には観光庁が設立され，国レベルで観光立国推進を目指

している．このような取組により，訪日外国人旅行者数

は伸び続け2007年の訪日外国人旅行者数は前年比13.8％
増の834万7千人1)と過去最高値に達し，近年の訪日旅行

者の増加は著しい．そして，その73.4％がアジアからの
訪日客である．国別にみると，韓国が前年比22.8％増の
260万人で首位となっており，次いで台湾，中国，米国，
香港である．中でも特に伸び率が著しい国は中国である．

さらに中国について世界観光機構（UNWTO）2)は，

2020年に世界第4位の観光客送出し国となり，海外旅行
へ出かける中国人がのべ1億人，世界シェアの6.2％を占
めると予測している． 
次に，今後のわが国の観光政策の目標の一つとして，

2010年までに訪日外国人旅行者数を1,000万人，さらに2
020年までに2,000万人を目指している．しかし，2020年
までに2,000万人を目指すためには現状の政策だけでは
目標到達は厳しいと考えられ，現状の政策を変え今後新

たな政策を検討する必要がある． 
そこで，本研究では今後の訪日増加が期待できる中国

に着目する．現在，中国のマーケットを見る際に中国を

対象とした訪日への取組の多くは中国を一つの大きな国

として捉えている．しかし中国は，経済格差，人口規模

の差，気候の差など国内格差が著しい．このような，各

種様々な要因の地域差を持つ中国を一つの国として捉え

るのではなく，中国国内を詳細に分析する必要があると 
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考える．したがって，本研究の目的は①現在のアジア4
カ国の訪日観光旅行者の現状について日本政府観光局

（JNTO）の調査結果を用いて分析し，②中国について国
内を地域分割し地域ごとに分析を行い，地域による違い

を明らかし，そして，③各々の地域の特徴を見つけ出す

ことで今後の訪日増加に向けた観光政策につなげること

である． 

 

２．既往研究のレビューと本研究の位置づけ 

 

現在，観光に関する論文は数多くあるものの，国際観

光に関する研究論文は極めて少ない．その中で，今後の

訪日観光客の予測に関しては，石井ら3)が1998年から20
10年まで増加すると予測をしており，事実この予測は
達成されると考えられる．一方，今後の訪日観光客の増

加が期待される中で，田中4)は日本について人気がない

国ではないが，東アジア諸国・地域における顧客獲得競

争で優位に位置しているわけではないと述べている．そ

して，岡本ら5)は長期的に見るとアジア諸国の国際旅行

者は増加するが，訪問地は北米，ヨーロッパが増加し日

本への訪日割合は減少しインバウンドは衰退すると指摘

している．観光行動については，田中6)は訪日外国人の

観光行動を日本旅行商品より把握している．このように

国レベルでの国際観光について論じているが，格差の大

きい中国についても一つの国として捉えている．しかし，

中国については一つの国として捉えるのではなく地域レ

ベルで分析を行うことが必要であるが，そのような研究

はおこなわれていない．そこで，中国を地域レベルで分

析することにより，今後の一層の訪日増加につながると

考える． 
 

３.アジア4カ国の訪日外国人旅行者の現状 

 

（１）海外旅行者数と経済成長の関係 

アジアの中で中国，韓国，台湾，香港の4カ国の訪日
外客数および伸び率の増加が著しい背景には，経済成長

が考えられる．そこで，アジア4カ国の海外旅行者数の
伸び率と一人当たりのGDP（名目）の伸び率の関係を図
－１に示す．韓国は一人当たりのGDP（名目）の伸び率



より海外旅行者数の伸び率が高く，中国も2002年以降は
海外旅行者数の伸び率が高くなっていることが見てとれ

る．台湾，香港については，90年代初頭に既に経済成長
を遂げており伸びは鈍いが，一人当たりのGDP（名目）
の伸びと共に，海外旅行者数の伸びが大きくなっている

ことが見てとれる．しかし，各国の渡航先割合では，日

本を選択する割合が，台湾，香港，韓国は近年伸びてい

る．しかし，韓国は1999年以降，日本より中国を選択す
る割合が多くなっており，中国は日本を選択する割合は

減少している．理由として，中国では2004年に欧州26カ
国の団体観光旅行が解禁となり，さらに昨年には米国が

解禁となり中国人旅行者の渡航選択肢が広がり訪日増加

に影響が生じていると考えられる． 
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図－１ 海外旅行者数伸び率とGDP/人伸び率の関係 
 

（２）アジア4カ国訪日外国人観光旅行者の現状 

a)分析データについて 

日本政府観光局（JNTO）の協力を得て「JNTO訪日外
客訪問地調査」を利用し，アジア4カ国の訪日外国人観
光旅行者について分析を行う．国・地域別及び訪日回数

別の同調査結果を用いることにより，訪日目的ごとの

旅行行動と，個々の訪問地および訪問地の組合せ等を訪

日回数別と、国別および地域別に分析することが可能と

なる． 

 

表－１ データ概要 

JNTO訪日外客訪問地調査

2004-2005（10,660）、2005-2006（12,232）

2006-2007（13,891）   （）内サンプル数 

調査実施時期 夏６～８月、秋９～１１月、冬１～２月 

調査対象者 日本旅行終了後の出国しようとしている外国人旅行者

調査方法 調査員によるインタビュー形式

１）属性、訪日目的、訪日回数、旅行形態、訪日動機など 

２）日本旅行中の訪問地、滞在期間、宿泊地など 

*2006-2007データは、中国、米国は居住地域データ有

調査項目

調査名称

 

 

b)訪日目的 

2004年から2006年の3ヵ年の訪日目的は，4カ国共に観

光旅行者（訪日目的が観光目的のみ，商用と観光，およ

び親戚・友人訪問と観光の訪日外国人旅行者）の割合が

増加している．特に，韓国，台湾，香港では目的が観光

旅行のみの割合が高く，中国は他3カ国と比べて低い．
中国からの観光目的の訪日は団体観光ビザが必要である

ことが影響していると考えられる． 

 

c)訪日回数 

2004年からの観光旅行者の訪日回数の経年変化は，台
湾，香港では年々リピーターが増加しており，中国では

初めて日本に来る旅行者が増えている．また，アジア4
カ国の人口1000人当たりのリピーター数を算出した結果，
2006年の台湾，香港からのリピーターの訪日人数は，30
人を超えており，一方中国は0.3人と大きな差があるこ
とがわかった． 

 

d)訪問地特性 

アジア4カ国の観光旅行者の，初訪日者とリピーター
の訪問地を図－２に示す．中国では他3カ国と大きく異
なる訪問地の選択をしていることが見てとれる．中国は，

関東―関西などの大都市を周遊する行動割合が高い．一

方，リピーターではその割合は減少し，一つの地域のみ

訪問する行動をとる．また，香港ではリピーターの北海

道を訪れる割合が19.9％と多く，人気があることがみて
とれる．韓国，台湾，香港では，東京へ訪れる割合が全

体の4分の1～3分の1と多く，人気があることが見てとれ
る． 
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図－２ 訪日回数別訪問地割合 

 

（３）まとめ 

経済成長の伸び率以上に，韓国と中国は海外旅行者数

が増加していることが明らかとなった．アジア4カ国の

訪日外国人旅行者は，香港のリピーターの北海道人気や，

中国の大都市周遊型など国により特徴が異なることが伺

えた．今後，訪日外国人旅行者を増やすために，国ごと

でマーケティングを行うことが必要であり，中国につい

ては，国内格差が大きいため地域ごとに分析していく必

要がある． 



４.訪日中国人観光旅行者の居住地域別分析 

 

（１）地域別設定について 

中国の国内の経済情勢は，2006年の中国国家統計局に
よると，一人当たりの域内総生産は上海と貴州省ではお

よそ10倍もの差があり，沿岸部など経済発展の著しい地
域と，内陸部の貧しい地域との経済格差が大きくなって

いる．また，人口についても大きなバラつきがあり，河

南省，山東省，広東省の9,300万人台に対し最小のチベ
ット自治区は281万人と規模が大きく異なる．気候分布
については，最北部の黒龍江省の省都ハルピンは北緯44
度で冬は長く11月～3月までの平均気温は－5～－20度と
寒い．一方，南部の広東省の省都広州はでは北緯23度8

分に位置しており亜熱帯に属しており，年平均気温は20
～22度と夏季が長く温暖多雨である．また降水量も南東
部から北西部へと次第に少なくなり各地の年間平均降水

量の格差も大きい． 

さらに，訪日団体観光のビザ緩和について，2000年に
北京，上海，広東省からビザの発給が開始され地域ごと

の段階的な緩和措置が取られているため，訪日旅行市場

の成長も地域によって異なると考えられる．このような

背景を踏まえて図－３に示す地域区分設定をし，分析を

行う． 

地域別における2006年の人口および人口当たりの域内
総生産を図－４に示す．北京，上海は人口当たりの域内

総生産額が他の地域に比べ極端に大きいことが見てとれ

る． 

 

 
図－３ 地域区分設定 
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（２）各地域の訪日観光旅行者の特徴 

a)地域別の訪問地 

地域ごとでの訪問地選択の割合を図－５に示す．前項

では中国全土では東京，大阪・京都を中心とした大都市

を周遊する割合が高かったが，地域ごとでみると，上海

では関東や関西の一つの地域のみを訪問する割合が他の

地域に比べて高いことが見てとれる．また上海では北海

道を選択している割合が高く，華南でも北海道，関東，

関西と2つの大都市と北海道の組合せの割合が高いこと
が見てとれる．上海や華南といった南側の地域では雪が

降ることがなく，北海道への憧れが強いと考えられる．

また，西武，華北では関東のみ一つの地域を訪問する割

合は少なく，多くが日本の大都市を周遊する行動となっ

ている． 

 

＊関東、関西、中部、九州のいずれかを訪れた都市数
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図－５ 地域別訪問地割合 

 

b)訪日回数の割合 

図－６は地域別の訪日回数の割合を示したものである．

北京，上海ではリピーターの割合が他の地域に比べて高

いことが見てとれる．これは，北京，上海では中国人の

訪日団体観光旅行ビザが2000年解禁されており，リピー
ターの訪日旅行者がすでに発生している可能性が高いと

考えられる． 
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次にリピーターの多い北京，上海についてリピーター

の人数を人口1,000人当たり算出した結果，既にリピー
ターが多い韓国，台湾，香港と比較すると，北京，上海 
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図－６  域別訪日回数割合 
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は国内でのリピーター割合は高いものの，1,000人当た
り両地域ともリピーターは2人であり，リピーターが30
人を超えている台湾，香港と大きく差があることわかる．

また，訪日者数合計でも北京5人，上海4人と依然として
訪日者数が少ないことが伺える． 

 

c)訪日回数の違いによる訪日動機の変化 

リピーターの割合が高かった北京，上海と韓国，台湾，

香港の初めて訪日した旅行者とリピーターとの訪日動機

の差を示したものが図－７である．北京，上海も3カ国
と同程度の訪日動機の変化であることが見てとれる．3
カ国と異なるものとして，北京，上海ではリピーターの

ショッピングのための訪日動機は減少していることが伺

える． 
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図－７ 訪日動機の変化 

 

d)訪日回数の違いによる訪問地について 

リピーターの多い北京，上海の訪日回数別の訪問地に

ついてアジア3カ国と比較したものを図－８に示す．北
京，上海のリピーターは大都市周遊型から東京や関東一

地域のみの割合が高くなっており，アジア3カ国と類似
していることが見てとれる．さらに，前述で上海の北海

道人気が伺えたが，北海道を訪問している上海人の多く

がリピーターであることが見てとれる． 

 

５．おわりに 

 

本研究では，アジア4カ国の訪日外国人旅行者につ

いて「JNTO訪日外客訪問地調査」の調査結果を用い

て分析した上で，中国を経済格差や人口規模を考慮

した地域区分を行い地域別に分析を行った．訪問地

について，属性別データを用いたことにより，中国

の訪問地の多くは韓国，台湾，香港とは異なり大都

市を周遊する行動の割合が高いことが伺えた．また，

北海道を訪れる割合は3カ国に比べ少なかったが，中国
を地域別でみることにより上海，華南の訪問割合は他の

地域に比べて多いことが明らかとなった． 
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図－８ 訪日回数別訪問地 

 

さらに，上海では北海道を訪れている人の多くがリピ

ーターであること見てとれた．このように，中国では地

域ごとの差が生じているため，訪日増加のマーケティン

グの検討など中国は地域別で見ることが必要であること

を示すことができた．そして，今後の中国マーケットを

分析するためにも，調査等についても居住地域別に行う

必要があると考える． 

今後の課題として，中国の他国へのアウトバウンド市

場について詳細に分析行を行う．また，経年変化での地

域別の訪日の特徴を分析すること，さらに中国は省内で

も格差が大きいことから市レベルでの分析も必要である

と考える． 
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